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「
生
活
衛
生
関
係
営
業
」と
は
、消
費

者
の
生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
飲
食
業
や
ホ
テ
ル・
旅
館
業

な
ど
の
営
業
で
す
。

　

日
本
公
庫
国
民
生
活
事
業
は
、こ
れ

ら
の
企
業
に
対
し
、四
半
期
ご
と
に
景
気

動
向
等
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

六
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
以
外
の
方
に
と
っ

て
も
、農
産
物
販
売
先
の
市
場
動
向
な

ど
と
し
て
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
景
況
感

　一
～
三
月
期
が
底

　

二
〇
一
七
年
一
～
三
月
期
の
生
活
衛

生
関
係
営
業（
以
下
、生
衛
業
）の
各
Ｄ
Ｉ

を
見
る
と
、業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
前
年
同

期（
一
六
年
一
～
三
月
期
）の
▲
二
四
・
四

か
ら
八
・
〇
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
三
二
・

四
、売
り
上
げ
Ｄ
Ｉ
は
▲
二
〇
・
一
か
ら

四
・
九
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
二
五
・
〇
と
、

と
も
に
四
期
連
続
で
前
年
同
期
の
水
準

を
下
回
り
ま
し
た（
図
１
、２
）。

　
一
方
、採
算
Ｄ
Ｉ
は
▲
八
・
六
か
ら
二
・

〇
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲
六
・
六
と
、二
期

ぶ
り
に
前
年
同
期
の
水
準
を
上
回
り
ま

し
た（
図
３
）。

　

長
期
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に

図
１
～
３
で
四
期
間
移
動
平
均（
緑
線
）

の
動
き
を
み
ま
し
ょ
う
。長
期
的
に
は
改

善
の
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、直
近
一
年

は
そ
の
動
き
が
若
干
弱
く
な
っ
て
い
ま

す
。生
衛
業
の
景
況
感
は
、持
ち
直
し
の

動
き
は
継
続
し
つ
つ
も
足
踏
み
が
み
ら

れ
る
状
況
で
す
。

　

足
踏
み
の
背
景
と
し
て
は
、一
六
年
に

過
去
最
高
水
準
を
記
録
し
た
訪
日
外
国

人
観
光
客
数
の
増
加
傾
向
や
ふ
る
さ
と

旅
行
券
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
性
化

事
業
な
ど
の
好
影
響
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、人
手
不
足
や
仕
入
れ
価
格
の
高
騰

な
ど
の
経
営
課
題
が
、や
や
マ
イ
ナ
ス
に

働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、各
Ｄ
Ｉ
は
、い
ず
れ
も
毎
年

一
～
三
月
期
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。こ
れ
は
、飲
食
業
に
お
い
て
は
年
末

需
要
期
の
反
動
減
、ホ
テ
ル
・
旅
館
業
や

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
に
お
い
て
は
閑
散
期

に
当
た
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
課
題
は
顧
客
減
や
価
格

　

経
営
上
の
問
題
点
を
見
る
と
、生
衛

業
全
体
で
は「
顧
客
数
の
減
少
」が
五
一・

六
％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
仕
入
れ
価

格
・
人
件
費
な
ど
の
上
昇
を
価
格
に
転

嫁
困
難
」二
九・七
％
、「
客
単
価
の
低
下
」

二
四
・
六
％
と
続
い
て
い
ま
す（
図
4
）。

　

業
種
別
で
は
、飲
食
業
は「
顧
客
数
の

減
少
」（
四
七
・
六
％
）「
仕
入
れ
価
格
・
人

件
費
な
ど
の
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
困

難
」（
四
〇
・
九
％
）、食
肉
・
食
鳥
肉
販
売

業
は「
仕
入
れ
価
格
・
人
件
費
な
ど
の
上

昇
を
価
格
に
転
嫁
困
難
」（
五
八
・
〇
％
）、

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
は「
店
舗
・
施
設
の
狭

き
ょ
う

隘あ
い
・
老
朽
化
」（
四
五
・
八
％
）、「
従
業
員

の
確
保
難
」（
四
一
・
八
％
）の
割
合
が
高

飲食業など景況
改善動き足踏み
人手不足などが
マイナスに作用

農産物販売先の市場動向の参考になる消費者の日
常生活に密着した生活衛生関係営業の方を対象に
した景況感や雇用動向についての調査結果を報告。
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●

く
な
っ
て
お
り
、業
種
に
よ
っ
て
問
題
点

が
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め

に
効
果
を
上
げ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

愛
知
県
の
そ
ば
店
で
は
、歳
末
の「
年

越
し
そ
ば
食
べ
放
題
」や
、店
内
で
落
語

を
聞
き
、落
語
家
と
一
緒
に
そ
ば
を
楽
し

む「
麺
屋
寄
席
」と
い
う
企
画
な
ど
で
売

り
上
げ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、岩
手
県
の
喫
茶
店
で
は
、郊
外

で
の
勤
務
者
、学
校
や
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
昼
食
で
外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
へ
食
事
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
し
た
。「
カ
フ
ェ
が
届
け
る
ラ
ン
チ
」と

し
て
宅
配
弁
当
と
の
差
別
化
を
図
っ
た

結
果
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
評
判
が
広
が
り
、

売
り
上
げ
が
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。

　

福
岡
県
の
料
理
店
で
は
、お
薦
め
料

理
や
サ
ー
ビ
ス
をFacebook

で
毎
日
発

信
し
て
い
ま
す
。日
々
変
わ
る
新
鮮
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
が
新
規
顧
客
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

福
井
県
の
中
華
料
理
店
で
は
、接
客

人
員
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
客
席
で
の

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
新
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、ホ
ー
ル
で
の
混

雑
解
消
に
加
え
、客
単
価
の
上
昇
と
い

う
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。半
面
、シ
ス

テ
ム
に
慣
れ
な
い
高
齢
者
の
抵
抗
感
が

見
受
け
ら
れ
、厨
房
で
の
人
手
不
足
も

顕
在
化
し
た
た
め
、今
後
の
対
応
が
新

―生活衛生関係営業の景気動向等調査―
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た
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
下
で
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
し
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

と
言
え
ま
す
。

雇
用
の
動
向

　
難
航
の
人
材
確
保

　

次
に
、年
一
回
調
査
し
て
い
る
生
衛
業

者
の
雇
用
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
の
従
業
者
の
過
不
足
感

は
、「
不
足
」が
三
八・八
％
と
前
年
を
五・

八
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た（
図
５
）。ま

た
、従
業
者
の
確
保
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

「
確
保
し
に
く
く
な
っ
た
」が
三
六
・一
％

と
前
年
を
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、〇
八
年

の
調
査
開
始
以
来
と
も
に
過
去
最
大
と

な
り
ま
し
た（
図
６
）。

　

人
手
不
足
の
中
、新
た
な
人
材
の
必

要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
状
況
が
見
え
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、飲
食
業
、食
肉
・
食
鳥

肉
販
売
業
、映
画
館
、ホ
テ
ル・旅
館
業
で

「
不
足
」「
確
保
し
に
く
く
な
っ
た
」の
割

合
が
全
体
を
上
回
り
ま
し
た
。

図１　業況判断DIの推移

図２　売り上げDIの推移
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（注）業況判断DI=前期対比「業況好転」企業割合‒「業況悪化」企業割合

（注）売り上げDI=前年同期対比「売り上げ増加」企業割合‒「売り上げ減少」企業割合

︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
七
年
三
月
上
旬

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象
：
生
活
衛
生
関
係
営
業
三
二
九
〇

企
業

⃝

有
効
回
答
企
業
数
：
三
〇
八
六
企
業（
回
答

率
九
三
・
八
％
）

業況判断DI

売り上げDI

４期間移動平均の推移

４期間移動平均の推移

▲57.3
▲52.6

▲46.7 ▲48.9

▲29.1 ▲31.3
▲24.4

▲17.6
▲13.0

▲22.0

▲32.4

▲7.9

▲54.9
▲48.6

▲38.5

▲40.4

▲24.0 ▲22.8 ▲20.1

▲17.4

▲19.3
▲24.7 ▲25.0

▲12.6
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背
景
と
し
て
は
、有
効
求
人
倍
率
が

増
加
す
る
な
ど
雇
用
環
境
が
改
善
す
る

中
、資
本
力
の
あ
る
企
業
と
の
人
材
獲

得
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
手
不
足
の
状
況
を
反
映

し
、前
年
に
比
べ
正
社
員
・
非
正
社
員
と

も
に
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
る
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す（
図
７
）。従
業
者
の
確

保
に
向
け
、待
遇
面
の
改
善
を
進
め
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

顧
客
を
増
や
す
た
め
の
工
夫
や
人
材

不
足
へ
の
対
応
は
農
林
漁
業
に
共
通
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
で
す
。　
　

  

（
国
民
生
活
事
業
本
部

生
活
衛
生
融
資
部　

竹
迫 

将
央
）

︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
六
年
一
二
月
上
旬

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
調
査
、訪
問
面
接
調
査

⃝

調
査
対
象
：
生
活
衛
生
関
係
営
業
三
二
九
〇

企
業

⃝

有
効
回
答
企
業
数
：
三
〇
九
六
企
業（
回
答

率
九
四
・
一
％
）

※
二
つ
の
調
査
に
お
け
る
注
意
事
項

⃝

二
〇
一
二
年
四
～
六
月
期
調
査
時
点
で
調

査
対
象
企
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

⃝

二
〇
一
六
年
四
～
六
月
期
調
査
時
点
で
沖

縄
県
を
調
査
対
象
に
加
え
て
い
ま
す
。

⃝

比
率
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、無
回
答
を
除

い
た
も
の
を
母
数
と
し
て
い
ま
す
。

図４　経営上の問題点（2017年1～3月期）

項　目

顧
客
数
の
減
少

仕
入
れ
価
格
・
人
件

費
な
ど
の
上
昇
を

価
格
に
転
嫁
困
難

客
単
価
の
低
下

店
舗
・
施
設
の

狭
隘
・
老
朽
化

従
業
員
の
確
保
難

後
継
者
難

事
業
資
金
借
入
難

そ
の
他

特
に
問
題
な
し

生衛業全体 51.6 29.7 24.6 22.3 20.3 9.1 2.8 4.3 9.6
47.6 40.9 23.0 19.0 22.3 8.4 3.2 3.0 8.8
48.0 45.2 16.4 23.7 23.7 9.0 5.1 2.8 4.5
38.8 45.3 24.1 18.8 21.2 10.0 4.1 1.2 12.4
50.3 44.0 25.1 12.0 19.9 8.9 0.5 1.0 14.1
39.4 44.1 27.6 22.0 25.2 6.3 3.1 4.7 7.9
51.5 49.7 20.6 23.6 12.1 7.3 3.0 3.6 6.7
57.6 17.8 27.7 11.0 26.2 9.9 3.1 5.2 14.1
46.0 42.0 21.9 21.4 24.9 7.7 3.2 3.0 5.2
26.7 58.0 24.7 22.7 27.3 11.3 4.0 0.7 3.3
33.9 32.8 14.7 45.8 41.8 7.3 2.8 3.4 2.8

飲食業
そば・うどん店
中華料理店
すし店
料理店
喫茶店
社交業
その他飲食店

食肉・食鳥肉販売業
ホテル・旅館業

（％）

（注）複数回答のため合計は100を超える。

図３　採算DIの推移
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図７　賃金水準

図６　従業者の確保をめぐる環境

図５　従業者の過不足感
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